
茅野市立東部中学校



学校教育目標

『開拓』『敬愛』『連帯』『感動』

豊かな人間性と創造性を培う教育



重点目標

１ 個別最適化された学びによる「主体的・対話的で深い学び」

２ 自他を大切にし 協力し合える仲間づくり

３ 地域と共に生き 地域に発信する生徒

『自他を大切にし 主体的に取り組む生徒の育成』
～一人ひとりの「東中PRIDE」を育てる～



地域と共に生き 地域に発信する生徒

学習支援部 ・総合的な学習の時間 ・教科学習への支援 ・休業時の学習支援

活動支援部 ・あいさつ運動 ・でいらぼっち（読み聞かせ） ・生徒会活動 ・部活動

環境、見守り部 ・PTA施設部と連携 ・PTA校外指導部と連携

キャリア教育部 ・職業講話 ・ワークショップ ・職場体験学習への協力

家庭教育支援部 ・家庭、地域の教育力向上のための研修（玉川子育て部SC部会との連携）

東部中学校コミュニティスクール

『地域笑顔満開プロジェクト（生徒会）』



第１回運営委員会 令和３年 ７月１９日（月）

・茅野市型ＣＳについて

・家庭教育支援部及びケヤキフェスの活動について

・玉川地区CSの活動について

・泉野地区CSの活動について

R3年度 東部中学校コミュニティスクール

第２回運営委員会 令和３年１２月１７日（金）

・「開拓の時間発表」

・懇談会

第３回運営委員会 令和４年 ２月１５日（火） ZOOMによる会議

・学校自己評価について

・懇談会



１学期
・本校ＣＳ運営委員会コーディネーター永嶋さんと、本校生徒会担当重田教諭が連
絡を取り、玉川コミュニティ ＣＳ分科会と本校生徒会役員によるZOOMミーティン
グを計画。

玉川地区子育て部会 ＣＳ分科会との連携

令和３年８月５日（木） ZOOMミーティング

参加者：玉川コミュニティ ＣＳ分科会

伊藤 孝さん、矢島秀明さん、伊藤良人さん、長田秀子さん、永嶋陽子さん

本校生徒

生徒会役員４０名、生徒会顧問重田教諭

ZOOMミーティングの内容
・自己紹介
・玉川きずなプランについて
・たまがわっ子ニュースについて
・ケヤキウィークについて



１ ケヤキウィークで「みんなの給食」について調べて発表をすることを計画

「ケヤキウィーク」への参加

２ 中学校・小学校・保育園の「みんなの給食」について調べてまとめる

３ コロナ禍の影響でケヤキウィークが中止となり、模造紙にまとめたものを、

中学校・小学校・保育園で展示する形に変更









１ 「たまがわっ子ニュース」担当者

伊藤良人さんと生徒会担当重田教諭との

打ち合わせ

「たまがわっ子ニュース」への参加

２ 生徒会本部役員が中心となって掲載する

内容の打ち合わせ原稿の作成

３ 生徒会本部役員による原稿作成と校正
⇒ 発行



１ 地域あいさつ運動への地区生徒会の参加

「玉川きずなプラン」への参加

２ 「地域笑顔満開プロジェクト」の「あいさつ運動」が実施できないことに

対する代案としての「在校生・小学生・保育園児」に「あいさつ運動」を

伝える活動（メッセージと写真）。



地域あいさつ運動



地域笑顔満開プロジェクトを
在校生・小学生・保育園児に

伝えよう！



◇ 玉川コミュニティ「子育て支援講座」への参加

「家庭教育支援部」の活動

永嶋Coよりご紹介をいただき、玉川コミュニティで企画している「子育て支援講座」に
参加をさせていただいている。

5月12日 「新型コロナウイルスと私たちの生活 ～変異ウイルスとワクチン～」
講師：鍋島 志穂 先生

6月30日 「新型コロナウイルス感染症について ～玉川保育園の様子から～」
講師：鍋島 志穂 先生

8月27日 「新型コロナウイルス感染症〈デルタ株〉の現状」
講師：鍋島 志穂 先生

10月6日 「学校に行かれない子どもたちの相談を受けて」
講師：武井 義親 先生

11月24日 「離乳食について考える〈栄養や発達について、基本的なことを見直す〉」
講師：武井 義親 先生

12月22日 「食物アレルギーについて」
講師：武井 義親 先生

1月21日 「新型コロナウイルス感染症 ～オミクロン株について～」
講師：武井 義親 先生

2月24日 「小学校入学は楽しみだけど…大変だよね」
講師：武井 義親 先生



「でいらぼっち」による読み聞かせ

その他の活動



「ぬくもりレター」その他の活動



成果
・コロナ禍で、なかなか地域に出たり、地域の方にお越しいただいたりする活動が出来なかっ
たが、生徒会が中心になって「できる活動」「工夫すればできる活動」に取り組むことがで
きた。

・３年生が経験をしている「地域笑顔満開プロジェクト」の活動を今後に繋ごうとする思いを
大切にして、１・２年生への生徒集会での紹介や小学生・保育園児へのメッセージと写真を
送るという具体的な活動ができた。（伝統を繋ぐ思い）

・地域の一員として、広報活動等に参加でき、日頃の活動を発信することができた。

まとめ（成果と課題）

課題

・コロナ禍で全校で関わる活動を位置づけにくかったため、一部生徒（生徒会役員）

の活動になってしまった。今後、更に全校生徒が関わる活動へ発展させていきたい。

・玉川地区を中心に関わりができてきたので、泉野地区・豊平地区へとつなぎ、中学

校が各地区の活動のハブ的役割を果たせるようにしていきたい。

・東部中ＣＳの各部の活動を見直し、機能していくようにしていきたい。


